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 研究要旨 

アペール症候群（Ap）およびクルーゾン症候群（Cr）はともに線維芽細胞増殖因子受容体2遺伝子の

変異により発症し、頭蓋顎顔面領域の成長発育に異常をきたす。口蓋形態においても、高口蓋、狭口

蓋、両側臼歯部歯槽突起の膨大など、ApとCrで共通の所見が多く報告されているが、これまでにAp

とCrの口蓋形態について三次元画像を用いた詳細な評価を行った報告はない。三次元形状計測装置

を用いて、両者の口蓋形態の三次元的解析を行った結果、ApはCrと比較し、断面積、口蓋の深さは

有意に小さい値を、口蓋角度は有意に大きい値を示し、口蓋容積および口蓋表面積はともに小さい傾

向を認めた。以上より、ApおよびCrはそれぞれ特徴的な口蓋形態を呈することが明らかとなった。 
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Ａ．研究目的 

アペール症候群（Ap）およびクルーゾン症候

群（Cr）はともに線維芽細胞増殖因子受容体2

遺伝子の変異により発症し、頭蓋顎顔面領域の

成長発育に異常をきたす。口蓋形態において

も、高口蓋、狭口蓋、両側臼歯部歯槽突起の膨

大など、ApとCrで共通の所見が多く報告されて

いるが、これまでにApとCrの口蓋形態について

三次元画像を用いた詳細な評価を行った報告は

ない。今回我々はApおよびCrにおける口蓋形態

の三次元的解析を行ったので報告する。 

 

Ｂ．研究方法 

三次元形状計測装置（PICZA、ローランド

DG、東京）を用いて、当分野を受診した Ap

（男子 3名、女子 1名、平均年齢 11.0歳）お

よび Cr（男子 1名、女子 4名、平均年齢 10.0

歳）患者の上顎歯列模型の三次元データを作成

した。左右中切歯および左右第一大臼歯の口蓋

側歯頸最深点の 4点を含む平面を水平基準面と

し、水平基準面と垂直に交わる第一大臼歯口蓋

側歯頸最深点の前頭断面を計測断面とした。計

測断面上において 1）口蓋の幅、2）深さ、3）

断面積、4）口蓋角度を計測した。また、左右

第一大臼歯最遠心端を含み水平基準面に垂直な

面、水平基準面および口蓋表面によって規定さ

れる 5）口蓋容積、6）口蓋表面積を計測し

た。日本人標準値の存在するデータは

standard scoreを、その他のデータに関して

は実測値を求め、Wilcoxonの順位和検定を用

いて統計学的に評価した。 

 (倫理面への配慮) 

本研究は東京医科歯科大学歯学部倫理委員会の

承認を得て行われた(承認番号 D2014-002号) 

 

Ｃ．研究結果   

Apは全症例で口蓋の幅、断面積が著しく小さ

い値を示した。Crは全症例で口蓋角度が小さい

値、口蓋の深さが著しく大きい値を示した。ま

たApはCrと比較し、断面積、口蓋の深さは有意

に小さい値を、口蓋角度は有意に大きい値を示

し、口蓋容積および口蓋表面積はともに小さい

傾向を認めた。 

 

Ｄ．考察 

Ap ではビザンチン型口蓋が、Cr では高口蓋

がそれぞれ特徴的に認められた。 

 

Ｅ．結論 

Apおよび Crはそれぞれ特徴的な口蓋形態を

呈することが明らかとなった。 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含
む。） 
1. 特許取得  
なし 
 

2. 実用新案登録 
なし 

 

3. その他 

なし 
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